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【論文要旨】
「セックスレス・カップル」が問題提起されてから公的な領域で広く注目されるようになった。
本稿では，男性誌・女性誌それぞれの雑誌の中でセックスレスの解消法をどう取り上げるのか考察
した。セックスレスの雑誌記事ではカップル間（夫婦）の性における複雑さは排除され，解消への
プロセスを単純化している。また，夫婦間の性生活をどう作り上げるのかという問いや各々の性的
な価値やアイデンティティについては触れていないことが明らかとなった。つまり，セックスレス
に至る根本的な問題に触れていない。雑誌記事は専門のセクソロジストによるセックスレス現象に
ついての言説へ，より社会的・公的な領域からアクセスしやすくなり，それらの議論が注目される
ことが改善の方向だと筆者は考える。
【キーワード】 メディアとセクシャリティ，セックスレス・カップル，セックスレス現象，セック
スレスと解消法，雑誌記事分析
 はじめに
現代日本社会においてカップル間のセックスレス化（性行為が月に 1 回未満）が進んでいる中，
このような現象は学問的領域よりも公的な領域（メディア）で言及されている。例えば，90年代
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からセックスレス・カップルの現象が雑誌記事で取り上げられるようになり，2000年から2010年
にかけてセックスレスの言説が増えている。カップル間のセックスレスが生じる要因は多様である
が，もっとも多い要因としては「家族意識が強いから」，「出産後なんとなく」，「めんどくさい」，
「仕事の疲れ」が挙げられる（家族計画協会）。そして，セックスレスの言説においては二つのパタ
ーンが見られる。一つは，長期間の夫婦関係でセックスレスになるのは「当然」という思想である。
雑誌記事では，「セックスレスでも仲良し夫婦」（『アエラ』（2004）），「セックスレスでもいいじゃ
ない」（『婦人公論』（2012）），「セックスレスになってから本当の夫婦」（『女性セブン』（2017）），
むしろ「（セックス）をしなくても幸せ」（『婦人公論』（2015））といったものが見られ，問題とさ
れない。2016年の『アエラ』が提示している性意識におけるアンケート調査結果では，マンネリ
化の対処法は「特に何もしない」は75.7を示す。とはいえ，夫と仲が悪いわけではない。夫は異
性ではなく「家族」として意識し，特に出産後，夫婦は「カップル」よりも，「母子関係中心・子
供中心」の意識が強くなり，互いの性的な要素を排除する傾向が見られる。そのため，「家族とは
セックスはできない」と語る女性が多いと言われている（『アエラ』（2016））。このような場合，
セックスレスの改善を求めない傾向にある。一方，セックスレスで不満を抱えているが，どうにか
解消したいが，解消の方法がわからないと語る記事も存在する。そして，セックスレスが問題提起
されてから，様々な専門家がセックスレスの解消法を提供しているのにも関わらず，カップル間の
セックスレスは増加傾向にある。そのため，本稿ではセックスレスにおける解消法の言説を把握
し，それらの特徴を分析することを試みる。
メディアとセクシャリティについて
そもそも日本ではセクシャリティ研究の中でも「セックスレス・カップル」についての研究は少
ない上，「メディアとセックスレス」の観点からの研究はさらに限られてくる。Holthus（1998）
は，1970年から1980年までの日本の女性雑誌におけるセクシャリティ，身体のイメージの言説の
社会的変遷について分析している。同論文では，セックスレスという話題は女性の人生の中では重
要な要素であるにも関わらず，アカデミックな研究では不足していることが既に指摘されている
（1998 : 140）。また，石崎裕子（2000）は1990年から99年までの雑誌記事でのセックスレス・カッ
プルにおける言説を分析し，特に「親密性の変容」に焦点を当てている。しかしながらセックスレ
スを「親密な関係性の変容しつつあることのひとつのあらわれとしてとらえることができる」と把
握しているため，セックスレスにおける解消の言説については触れていない。
先述のように，メディアとセクシャリティの研究が不足しているとわかる。時代の変化ととも
に，性の現状における言説も異なる。そして，メディアは時代・社会の変化を反映し，作り出す。
そのため，雑誌というメディアの側面からセックスレス現象を分析する重要性は十分ある。雑誌の
ようなマスメディアはセクシャリティに関する文化的な態度［Culture attitude］を反映し，雑誌
によって提供される情報により，人々はセクシャリティの価値を学ぶことができる。さらに，性の
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1 2018年の雑誌記事件数を含めると1184件となる。つまり，2018年の記事数は16件（検索最終日2018年12月
24日）であり，2017年から記事数の減少傾向が見られる。
図 年次とヒット数を図にしたもの。
筋書き［sexual script］が与えられるため，性行動を導く手段でもある（Gagnon & Simon 2005;
orig. 1973）。もちろん，マスメディアが提供している筋書きを，人々はそのままフォローするわけ
ではなく，自己が必要とする情報のみ内面化すると言われている（Steele 1999, Clarke 2010）。そ
して，現代でも性についての重要な情報源として雑誌がある。例えば，第 7 回青少年の性行動全
国調査報告によると，もっとも利用されている性交情報源として「友人・先輩」，「インターネット」
の他，「マンガ＋雑誌」がある（日本性教育協会2013 : 247）。加えて，筆者が2012年から2013年，
そして2017年から現在まで行なった45人の日本人男女における性意識・性行動に関するインタビ
ュー調査（Pacher 2018）でも，男女のインフォーマントの中に，性に関する情報を得るツールと
して，「インターネット」以外にも「雑誌」という回答は少なくなかった。その中で特に20代前半
の女性の場合，インターネットよりも雑誌で性についての情報収集していることがわかった。なぜ
なら，インターネットで「性」について検索すると，ウィルスにかかるかもしれないという不安が
あるためである。そのため，インターネットが発展している2018年現在においても，雑誌記事分
析を行うことには大きな意義がある。本稿では，紙幅が限られているために，セックスレス言説の
中でもセックスレスの解消法がどのように語られているのかについて考察する。以下，次の順序に
沿って考察を進めていきたい。まずは，記事の選定基準を紹介する。続いて，女性誌ではどのよう
にセックスレス現象が取り上げられ，解消法が提案されるのか分析する。同じ構造で男性誌を分析
する。最後に考察とまとめが続く。
 記事の選定基準
大宅壮一文庫での「セックスレス」のタイトル数は1990年から2017年の間で1168件1（最終検索
日2018年 9 月15日の時点まで）であった。一年ごとに見ていくと，1990年はセックスレスに関す
る記事が 3 件，1991年は 4 件，1992年は15件と徐々に増え，2010年は72件に上ったが，それ以降
はセックスレスの記事は徐々に減少していた。1 年ごとのヒット数については以下の図 1 に表して
いる。続いて，表 1 と表 2 では，雑誌別のヒット数を表している。
本稿で取り扱う雑誌記事について整理したい。これまではセックスレス現象に注目した研究は少
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表 見出しにセックスレスという言葉がある雑誌別での記事数（//の時点）。
雑誌名 何年から 記事数 雑 誌 名 何年から 記事数
AERA 1992年以降 48 からだにいいこと 2005年以降 22
婦人公論 1993年以降 52 ターザン 1995年以降 12
週刊現代 1994年以降 46 an・an 1991年以降 45
週刊実話 1997年以降 95 SPA! 1992年以降 41
週刊女性 1991年以降 48 サンデー毎日 1993年以降 12
週刊朝日 1992年以降 28 サンキュ 2010年以降 1
週刊ポスト 1993年以降 51
表 見出しにセックスレスとキーワード別の記事数（//の時点）。
キーワード検索 最も古い記事掲載年と記事数
セックスレス×解消法 2000年から18件
セックスレス×解消 1996年から86件
セックスレス×改善 1999年から17件
セックスレス×予防 1993年から 6 件
セックスレス×解決 2000年から19件
ない中，前述のように石崎裕子（2000）はセックスレスの言説を分析しているが，分析する対象
記事は1999年までである。セックスレスにおける議論が2000年以降に広まったため，その時期の
雑誌記事がセックスレス現象をどのように取り上げているのかを分析することに意義がある。加え
て，同論文では解消法についての考察は触れていないため，今回は「セックスレス x 解消法」と
いうカテゴリーの雑誌記事を対象とする。
キーワードとして「セックスレス」のみを検索すると，1990年から2017年までは1168件見つか
る（最終検索日2018年 9 月15日の時点まで）。「セックスレス」と，解消などと関係のあるキー
ワードを合わせて検索すると次の表に提示してある通りである。
セックスレス・カップルの中には，セックスレスでも不満を感じなく，むしろその状態の方がい
いと考える場合もある。しかし，今回はセックスレスを改善したい男女を想定している記事に焦点
を当てる。セックスレスが問題提起されてから様々な専門家がセックスレスの解消法を提供してい
るのにも関わらず，カップル間のセックスレスは増加傾向にある。そのため，解消法の特徴の傾向
を明らかにしたいため，本稿では「解消法」というキーワードでヒットした雑誌記事を分析対象と
する。表 2 で見られるように，「解消」というキーワードでのヒット数は1996年から86件であり，
数は多い。しかし，その中のセックスレスにおける雑誌記事では，専門家が解消法を提案する記事
のみではなく，セックスレスの解消を希望するか否かの調査結果など，解消を望まない読者の事例
などが取り上げられている。そのため今回は「解消法」に限定した記事を対象とした。少数の記事
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であるが，意義のある分析となるだろう。女性誌の記事を10件，男性誌は 7 件，そして男女とも
に読む雑誌については 1 件の記事を分析対象として考察する。今後の研究においては，セックス
レスの解消についてより深く考察するため，より多くの雑誌記事を詳細に分析することを目指した
い。セックスレスの言説から男女の性意識・性行動の変化を考察し，解消法の言説の限界を明確に
することは極めて意義深いことである。
本稿で扱う雑誌は次の通りである。女性誌としては『コスモポリタン』，『an・an』，『からだに
いいこと』，『女性セブン』，『サンキュ』。男性誌の方では，『週刊朝日』，『週刊実話』，『週刊現代』，
『アサヒ芸能』，『サンデー毎日』男女向け雑誌としては『AERA』を分析対象とする。『コスモポリ
タン』と『an・an』は女性ファッション雑誌であり，読者層は20代・30代であるため，夫婦のセ
ックスレスだけではなく未婚のセックスレス・カップルも取り上げている。それ以外に扱う雑誌の
読者層は主に40代～50代前半であるため，セックスレスに関する議論や解消法は中年層を想定し
ている。本稿では，限られている記事を対象とするため，特定の記事雑誌を引用する際，雑誌名と
出版日を指定する。
 雑誌記事の構造と特徴（男性雑誌と女性雑誌）
. 構成内容
男性雑誌も女性雑誌も，セックスレス記事を構成するにあたり共通した 4 段階を踏んでいる。
すなわち「セックスレスの定義」「数値的実態」「読者の体験談」「専門家の見解」の 4 段階である。
第一に，セックスレスの定義については，日本性科学会の次の一文が紹介されている（『アサヒ
芸能』（2006），『サンデー毎日』（2010））「特殊な事情が認められないにもかかわらず，カップル
の合意した性交あるいはセクシャル・コンタクトが 1 ヶ月以上なく，その後も長期にわたること
が予想される」状態が，セックスレスとして議論の対象となるのである。第二に，その「数値的実
態」として，読者アンケートの結果が掲載されているほか，日本性科学会や世界における性調査の
結果が掲載されている。第三に「読者の体験談」として，セックスレスになった様々な原因やその
解消法が寄せられている。最後に「専門家の見解」として，大学教授，ジャーナリスト，産婦人科
医やセックス・カウンセラー，AV 関係者の人々といった性関係の職務従事者から，セックスレス
に関する解説と改善方法を述べる体裁がとられている。
女性誌では，セックスレスの解消法に対して，Q&A 式が多く見られる。読者の質問に各専門
家，またはセックスレスの経験者（当事者）が解消法を提案している。その他，男性誌も女性誌も
専門家はセックスレス解消法をハウツー式に説明している。
以上のような，記事の構造はセックスレスを話題にする雑誌記事に広く共通する。その他には芸
能人（AV 関係者が多い）が個人的な性生活を語り，その中でセックスレス実態について短く語る
対談形式の記事もある。そして，記事の中には，セックスレスの専門家とされている人々が最初か
ら話題を決めてセックスレス解消を彼らの専門分野から提案する記事もある。
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2 2016年の『からだにいいこと』では「セックスごぶさた相談室」という漫画が紹介され，記事のタイトルは
「話題の漫画で“レス”を解決」と書かれているが，この漫画の事例は解決を示しておらず，ただセックス
レス夫婦の日常が描かれている。
3 2010年以降からセックスレスのテーマが漫画化される花津ハナヨ『情熱のアレ』（2010年）集英社，渡辺
ペコ『1122』（2017年）講談社，まゆ『スキンシップゼロ夫婦』（2017），ポレポレ美『今日も拒まれてます』
（2018年）ぶんか社，ハルノ晴『あなたがしてくれなくても』（2018年）双葉社，とがめ『実は私セックスレ
スで悩んでました』（2018年）Media Factory.
4 ある雑誌では，一人の女性の読者が夫とのセックスを「疲れるから」という理由で拒否し，「夫とまた恋に落
ちたいが，どうすればいいのか」ということを脳科学者に相談し，彼がその質問に対し解説している（『週刊
女性』（2012 : 72））。
今回の分析対象の中には，読者へ「セックスレス解消法」を提案するという期待を与えるタイト
ルにも関わらず，解消法の提案がされていない，または一言で終わる記事も存在する。特に，AV
関係者の対談形式の記事にはそのような特徴が見られる（『週刊ポスト』（2009），『女性セブン』
（2013），『アサヒ芸能』（2014），『週刊実話』（2014））。
. 女性誌の特徴
.. 女性向けの雑誌―セックスレス記事の特徴
女性誌では写真よりもイラスト（漫画，カップル（夫婦）をイメージするイラスト，仲良くして
いるイラスト）が提示されている。セックスレス・夫婦の日常が描かれている漫画の紹介2 を提示
していることもある（『カラダにいいこと』（2016))3。2000年以降の雑誌記事を見ると，男性側
（彼氏・夫）から女性（彼女・妻）にセックスを誘わない，あるいは，セックスを拒否することに
よって，女性側がその状態に悩んでいることを中心としてセックスレスが語られていることがわか
る（『コスモポリタン』（2004），『サンキュ』（2010），『からだにいいこと』（2010），『an・an』
（2010))4。そして，セックスレス解消，セックスは愛情表現とコミュニケーションであるから重要
だと指摘され，「楽しい性生活」を取り戻すことを進められた上で専門家が様々なアドバイスをす
るパターンが多い。「セックスは単に肉体的な交わりだけではなく，夫婦のコミュニケーションだ
からです。言葉で会話を交わすように，肉体でも会話が必要なんです」（『週刊現代』（2005））の
ようにセックスは「愛情表現」，「コミュニケーション」と一言で述べられているが，それに対して
解説がない。このようなパターンは女性誌だけではなく，男性誌でも確認できる。
.. 雑誌記事で取り上げられているセックスレスになる要因
以上で指摘したように，女性側よりも，男性側がセックスを拒否する事例が問題視されている。
2004年12月号の『コスモポリタン』の記事の見出しをみると，「ひょっとして女が強くなりすぎた
からセックスレス男，急増中」，続けて「周囲を見ても，やっぱり性的に淡白な男性が増えて
いると思う」と書かれている。同雑誌では，男性側のセックスレス経験者に意見を聞いている。そ
こで，「セックスよりも楽しいことがある」，そして「相手のことが好きだけど，セックスは愛情を
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5 しかし，この調査結果に何パーセントの男女がこのように回答したのかは書かれていない。
示すためには必要ない」という原因が取り上げられている。ある男性は 2 年間彼女と同棲し，「互
いの生活時間が合わない」，そして「慢性的に疲れている」という理由で 1 年間はセックスレスで
ある。そして，男友達と遊び回っていると楽しい，というセックスレスになった理由が述べられて
いる。加えて，「セックスをしなくなったことについて彼女も特に何も言わない」，「そもそもセッ
クスが話題にのぼること」がなく，もし性欲がわいたら性風俗を利用するという。他の男性は，2
年半の付き合いの中で半年後からセックスレスになったという事例がある。要因としては「相手の
ことが好きだけど，セックスは愛情を示すためには必要ない」からと述べられている。彼による
と，「毎晩，彼女が作ってくれた夕食を一緒に食べて，一緒に風呂に入ったりキスをしたりする。
それだけで十分愛情は感じられます。セックスなんかしなくても全然，満たされているし。彼女は
特に求めてこない」。続いて，「欲望を満たすだけのセックスに飽き」，「実際僕がしたくなるのは，
女性に僕を好きになってほしいとき。セックスは落としたい女性がいるときのほうが，していて楽
しい」と彼は述べている。今後も互いの愛情が分かり合えていれば，セックスをする必要はないと
言う。
以上の二つの事例には，男性側がセックスレスになった経緯が詳細に書かれている（『コスモポ
リタン』（2004 : 103））。他の雑誌記事では「産後」，そして「疲労」という要素からのセックスレ
ス実態が挙げられているが，それらはセックスレスの実態として提示されているが，それらの要因
の詳細な説明が欠けていることが特徴的である「産後からずーっとない」（『カラダにいいこと』
（2016）），「ただ疲れるので嫌なんです」（『週刊女性』（2012））。他に，産後から夫との性生活がなく，
「子供が大学卒業したとき『このまま男性に指一本触れられず死んでいくの』と思うと，さみし
くてたまらない」とある女性が語っている。（『からだにいいこと』（2010），『サンキュ』（2010））
いくつかの雑誌はセックスレス要因を示すと同時に，読者によるアンケート調査結果を提示する
こともある。例えば，『an・an』（2010）では，339人の男女（20代～30代）における性意識・性
行動のアンケート調査結果が提示されている。性行動の面では「女性側からの性行動に対する不満」
として「前戯が少ない」，「相手は自己中」である率が高いことが中心的に述べられている。加えて，
男性と女性とのセックスレスの要因を挙げている。女性がセックスを避ける理由として，「疲れ」，
「マンネリ」，「タイミングが合わない」，「理由がわからない」，「相手が求めない」，「自信がない」
という項目が挙げられている。同時に女性だけではなく，男性がセックスを避ける理由も提示され
ている。それは，「疲れていてやる気にならない」，「家族のような存在だから」，「なんとなく」，
「面倒くさい」，「自分のテクや体に自信がない」からとされている5。
.. セックスレスの解消法アドバイス
セックスレスを扱った雑誌記事では解消法を提案しているが，そこにはどのような特徴が見られ
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るのか。まず，日本の雑誌記事では問題提起する者として，セクソロジーや，セックス・カウンセ
ラー，セックス・セラピストだけではなく，多くの分野に関わる専門家が性の問題に取り組もうと
し，様々な角度からアドバイスを与えることが特徴的である。セックスレスの改善に向けてアドバ
イスする専門家は次のような人々である。
性人類学者（キム・ミョンガン），セックス・セラピスト（アダム徳永），恋人・夫婦仲相談所
カウンセラー（二松まゆみ），心理カウンセラー，脳科学者（Dr. 苫米地），風水専門家（Dr.
コバ），ジャーナリスト，イラストレーター，AV 関係者（AV 女優，AV 監督，AV 男優），
風俗（デリヘル嬢），医療関係者（泌尿器科医（熊本悦明），産婦人科医（八田真理子，宋美玄））。
『an・an』（2010）では，セックスレス経験者の一般男性が登場し，性生活に悩んでいる女性の
読者に「リアルな男性目線」でアドバイスを与えている。さらに，大学教授がセックスレス解消に
ついて解説していることも見られるが，その所属や専門が書かれておらず，信憑性は弱いと言え
る。そして，問題設定と解決の構造については大きく次の二つのパターンが見られる。
◯読者が問題提起を行い，それに対して専門家が改善方法を紹介する（Q&A 形式）。
◯専門家が問題提起と改善方法を同時に示す。このような場合，雑誌記事により，一人の専門家が
セックスレスについて考察している場合もあれば，一つの記事に 3 人から 4 人の各専門家が紹介
され，多様な側面からアドバイスを述べることもある。
以下にそれぞれについて記事を分析する。
◯ Q&A 形式
Q&A 形式は男性誌よりも女性誌で多く見られる。この形式では，女性読者は現在の性生活の悩
みについての質問をし，各専門家がそれについて改善方法を紹介する。この形式の事例をとりあげ
る。ある女性誌では性人類学者（キム・ミョンガン）が 3 人の読者の相談に答えている（『コスモ
ポリタン』（2004 : 107））。ある29歳の読者は「彼は土日も仕事で出かけることが多く，2 週間に一
度デートをするのがやっとです。もちろんセックスも全然…。結婚も考えているので心配です」。
と語り，それについて人類学者はこのような男性のタイプにはパートナー像のすべてを求めてもダ
メだと言う。「セックスを復活させたかったら，なるべく会う回数を減らしてあなたが常に新鮮な
魅力を発揮すること」を勧めている。そして，「相手が仕事を極めるまではある程度“セックス・
オフ”を覚悟したほうがいいでしょうね。結婚後は，夫不在の家庭になる確率が高いですから，そ
れでもいいか，よく考えて。」と続く。他の31歳の女性は，「優しくて頭もいい彼ですが，セック
スになるとやけに及び腰。お母さんの話がよく出てくるし，なんだか甘え上手だし，ひょっとして
マザコンマザコン男性はレスになりやすいと聞いて，かなり心配です」。このような質問に対
し，この人類学者は次のような回答をする。「マザコン男性をセックスに仕向けるにはあなたが
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“ママ”になるしかありません。それがムリであれば，彼を教育しないといけない」と言う。そし
てセックスについてプレッシャーをかけないこと，一緒に DVD を見たり，自然にスキンシップが
できる状態に持っていく，アロマオイルでのマッサージを提案し「忍耐強く接してください」と説
明している。また，別の30歳の女性は，彼は過去に同棲していた女性から，「あなたのペニスは小
さいから全然，気持ちよくない」言われたため，「それを気にしているのか，私とのセックスもい
ろんな理由をつけて避けようとします」と悩みを述べる。それに対して「このタイプの男性は，長
期戦で教育していくか，諦めるかです」と言う。彼のような男性のタイプだと，まずは人柄につい
て褒め，人格を肯定し，その後にスキンシップの方に進むことを勧めている。
『an・an』（2010 : 64 : 66）では，「セックスレスを経験した男性」3 人が読者の悩みに答えてい
る。
例えば，ある女性は「『疲れてるの』とやんわり探りをいれてもかわされてしまう」（25歳）と
述べる。
男性側は「お互いの関係が安定してくると，体でガッツリ繋がってなくてもいいかなって思って，
性欲が湧かなくなることもあるよね。自分がまさにそんな感じ...」と解説する。別の男性は同じ質
問に対して，相手は浮気をしているのかを聞くことを提案する。別の女性は，「セクシーな下着で
解消を狙ったらまさかのドン引き」（26歳）と書いている。男性側はこのような実態について「こ
れは謎ですね。どうして彼がそんな気にならなかったのか不思議。可愛いよね，むしろ」，「自分か
らなんとかしようとしている気持ちが現れていいよね」と述べる。以上の事例では，専門家ではな
い，セックスレス当事者男性がアドバイスをしているため，男性の目線に偏っていることが特徴。
他の雑誌記事では，ある女性が夫とのセックスを「疲れるので嫌なんです」と言う理由で避け，
「もう一度，夫に恋することができれば，求めにも応じることができるのかもしれません。夫にド
キドキする方法ってあるんでしょうか」と相談している。解決法を提案するのはある「世界的脳機
能学者」（Dr. 苫米地）である。彼は「感情をムリに変えようとせず論理的に動きましょう」とア
ドバイスをし，次のようなコメントが続く。妻はそもそもセックスをしたくないなら「別にする必
要がない」と言う。ただし，「そうなると夫の欲求が溜まってしまうので，困ってしまう」，夫は
「あなた以外の何かで処理しなければいけません。選択肢としては浮気をするか，そういう職業の
お店に行くか」。それが嫌だったら，この問題に対して「論理的に考える必要がある」。そして，
「もう 1 度，恋をするというのはかなり難しいことです。そんなことをするより，実利を目指すべ
きなのです」（...）「あなたがご主人に何かをお願いする，それが叶えられたら，あなたも約束を守
るというものです」。そしてここで示されていた例は，1 ヶ月夫にお皿洗いを頼んで，それが守ら
れたら，夫の求めに応じるということである（『週刊女性』（2012 : 72））。
以上の事例では三つの共通点がある。まず，問題を単純化している恐れがある。セックスレスが
生じる要因は複雑であり，一面的な方法で解決できないにもかかわらず，専門家とされる回答者た
ちは単純な提案を示す。加えて，専門知識によらず自己の意見が中心の回答であるために，理論的
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6 この専門家は，性行動における script だけではなくお風呂のタオルは白かベージュにするというアドバイス
もしている（『サンキュ』（2010））。
7 セックス・カウンセラーのアダム徳永は，スローセックスを提唱し，その中で「アダム・タッチ」という
マッサージ法を開発した。
でも実践的でもない。続いて，質問と回答とが前提としている問題意識にズレが生じている。回答
者はカップル間や夫婦間の性生活をどのように改善すればいいのかという質問内容には踏み込ま
ず，逆に「セックス・オフの覚悟をする」というようにセックスレスになることを想定している。
「解消」という質問に「覚悟」という回答が返ってくる。そして，読者へ具体的な解消法を提案し
ていない。「彼を教育させないといけない」，「このタイプの男性は，長期戦で教育していくか，諦
めるかです」，「これは謎ですね」といったように回答が漠然としていると同時に，「無理ですね」
とセックスレスの解消を否定する答えが示されている。そのため，読者が期待する解消法を提案し
て安心感を与えるよりも，読者には新たな疑問を残す。
◯ 専門家が問題提起と解決策を同時に提案する
1. 性行動のテクニックの紹介
専門家（主にセックス・カウンセラー，フリーライター，そして風水師6（Dr. コパ）がさまざ
まなアドバイスをしているが，問題提起すると同時に解決策も紹介する形式である。そこでは，様
々なハウツーが多様な側面から取り上げられている。そして，女性はどのような行動をとれば，男
性が喜ぶのかと言う筋書きが短く，そしてわかりやすく提供されている。提案されているセック
ス・テクニックでは大きく二つに分類することができる。一つ目は性行動におけるテクニックであ
る。二つ目はセックス以前の夫婦関係のあり方である。まず，性行動におけるテクニックとして
は，スキンシップの仕方や，キスの仕方とタイミング，男性器の触り方などが紹介されている
（『サンキュ』（2010））。例えば，『サンキュ』（2010）では，「H 気分を盛り上げる」の題で，雰
囲気作りについての 4 つのステップが紹介され，読者へ明確な行動の筋書きを与えている。内容
としては以下の通りでる。
1. 夫に新しい下着を買ってあげよう 2. コンドームをいっしょにつけてあげる 3. 褒めてあげよ
う 4. 機会があれば，ラブホに誘ってみよう。
「愛情が伝わる“楽しい SEX の流れ”」の題では，相手とどのように体を触れ合うべきなのかとい
う紹介がされている。
1. 上から夫にキスできる体勢をとる，2. キスしながらそけい部のアダム・タッチ7．3. じらし
ながらペニスタッチを，4. ゆっくり下半身へ
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以上のような事例からわかる通り，セックスをする以前のステップが詳細に，そして簡単に述べ
られ，このようなステップをフォローすると，読者が望んでいる結果に進めるという期待を与えて
いる。ここに取り上げたタイトルには「盛り上がる」，「愛情が伝わる」，「楽しい」というキーワー
ドが書かれ，このようなタイトルも期待を推進する特徴的な点である。だが，この提案は一般論で
ある。
各ステップがあまりにも具体的であるため，相談者は個々人の状況に応じて調整できない。
2. 結婚以前のカップル関係
性行動における筋書きの他に，結婚以前のカップル関係に着目するアドバイスも見られる。そこ
で，まずはセックスよりもカップルとしての気分を味わうことを産婦人科，セックス・カウンセ
ラー，フリーライター，AV 関係者が勧めている。その中には，一緒に食事に行くこと，非日常な
場所へ行くこと（例えば，映画館，ホテル，旅行）が提案されている。また，多様な提案の中で，
「お風呂に入って互いの裸に慣れること」，「一緒にお風呂に入るとか，裸で話をしてみるといった
ことから始めるといい」と言う提案も見られる（『週刊女性』（2016 : 80））。
加えて，非日常的な行動だけではなく，コミュニケーションを取ることの重要性も書かれている。
AV 関係者の専門家とセックス・カウンセリングの専門家は，「夫を言葉で立てる」，「感謝を表現
すること」と，「男性は褒められたり，感謝されたりするのを好む」ので，このようなことの大切
さも述べている（『女性セブン』（2003））。そのため，「セックスの前段階のコミュニケーションか
ら始めてみてはどうでしょうか」と述べられ，コミュニケーションを含むセックスレス解消モデル
が提案されている（『週刊女性』2016）。まずは相手と「会話」をし，それがうまく行くと，「スキ
ンシップ」に移動することが勧められている。その後には「キス」のステップに進む。最後の全部
のステップを踏んでから「Sex」というゴールにたどり着くことが提示されている。そして，AV
関係者は女性に，相手からセックスを求めてきたら「男性は一度拒まれるとすごく傷ついて誘えな
くなるので，できるだけ受け入れてあげましょう」と説明もしている（『週刊女性』（2016））。
こうしたセックスレスを解消する提案として，セックス以前の行動の筋書きを紹介していること
は興味深いことである。
3. 外的変化の提案
ここでは，外的なファクターの変化を勧める事例をあげる。外的なファクターとはまず，「環境」
を意味し，そこにはセックスをする環境・場所や，デートをする環境などを変えることによって，
セックスレスを解消することが意味されている。加えて，あるセックスレス・カウンセラー（恋
人・夫婦仲相談所の所長）は夫と少し距離を置き「プチ別居して夫の目を覚ます」と提案している
（『女性セブン』（2003），『からだにいいこと』（2010））。さらに，外的な変化は環境だけではなく，
「自己イメージ」の変化も意味している。しかし，このような提案は女性側への提案であり，男性
側には外的な変化をアドバイスすることは見られない。この場合，「（...）エステや，マッサージ，
ネイルに行く，多少はお金を使って女を磨かないとだめですよ」と AV 女優が主張している（『週
――
刊女性』（2016 : 83））。
また，女性はメイクをすること（派手にする）」，下着を変えること，そして家で着ている洋服を
変える「ヨレヨレのふだん着をやめる」ことを勧めていることも少なくない。「夫の前で“母乳”
を出さない」と言うセックスレス解消法も見られる（『カラダにいいこと』（2016 : 93））。
4. 浮気
セックスレス解消法の中には，異性との浮気（不倫）を提案するケースも見られる。このような
提案は，性業界の関係者の男女（AV 監督，AV 女優，AV 男優），そして性風俗業界の熟女デリヘ
ルが主に述べている。ある AV 監督は，「長期間付き合うと，セックスレスになるのは当たり前と
最初から思ったほうがいい」，「飽きるのは普通」と述べている。そして「ときどき，夫以外の別の
男性を想像しながらセックスするのもいいでしょう」とアドバイスしている（『週刊女性』（2016 :
80））。他にも，「夫は嫌いだけど，セックスはしたいなら，他の男性とするしかないでしょう。男
性はすぐバレますが，女性はウソをつくのが上手で浮気をしても中々バレません」と言うコメント
も見られる（AV 監督，『週刊女性』（2016 : 81））。ある性風俗嬢は，「夫がセックスしてくれない
と悩んでいる人には心の浮気」を勧めている。「毎日が楽しくなり，イキイキとする」。そのため，
「夫以外に好きな男性をまず見つけましょう」。しかし，「もし不倫をするなら，大人として社会人
として絶対，家族にバレないようにし，誰も傷つけないならあり」と言う出張が見られる（『週刊
女性』（2016 : 82））。
ここでは，夫婦間のセックスレスを解消するよりも，夫婦外で性欲を解消することが提案されて
いる。
5. マスターベーション
AV 関係者の専門家は，セックスレス解消法として不倫（浮気）の提案の他，マスターベーショ
ンについても述べていることが特徴である。この解消法は 2 件提案されたのみで，他の解消法よ
りも少ない。ある AV 女優はセックスレス解消法として「マスターベーションをする方法もある
（...）」と語り，マスターベーションは「女性にとっては“権利”」という一言が述べられている
（『女性セブン』（2013 : 143））。そのほかにも，AV 監督は『SEX しなくてもキレイでいられる』
というタイトルで，マスターベーションでのセックスレス解消法をこのように述べている。「自分
を女性として見てほしいと夫やパートナーに動きかけるには，夫の横でマスターベーションをして
みるというのも一つの方法です。「『あなたがしてくれないから自分で慰めるけれど，協力してくれ
るならお願い』という姿勢を毎晩続けるんです」（『週刊女性』（2016 : 80））。
6. 医学的治療
ここでは，セックスは女性から拒否する前提となっている。年齢とともに膣の萎縮が進み，セッ
クスに痛みを感じる人が増えると産婦人科が言う。セックスレスを解消するため，産婦人科は最新
のレーザー治療の提案をしている。例えば，『週刊女性』では，「モナリザタッチ」という治療を紹
介し，この治療を利用した女性がセックスの時の「感度がアップして」，彼女も夫も喜んでいると
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8 このようなケースは，読者事例として述べられ，妻は出産後に育児にフォーカスしていることが挙げられて
いる。
いう感想が述べられ，「膣が若返えることで自信がついて，夫を誘いやすくなる女性が多い」とセ
ックスレス解消への希望を与えている（『週刊女性』（2016 : 85））。この直前のページには性交痛
のためのゼリーの広告が目立つ。
以上の 1. から 6. で，回答をする専門家は夫婦間の性生活の意識や行動に踏み込まず，一般論と
されている性行動のテクニック，外的なファクターに解消法が焦点を当てている。また，カップル
間のセックスを復活させるため，マスターベーションすることや，セックスは「飽きるのは普通」，
「セックスレスになるのは当たり前」であるため浮気の提案やコメントも見られ，そもそも夫婦間
のセックスレスを解消するという質問に十分に答えていない。
女性誌の考察について
女性誌を考察した結果，読者からの質問に対して，各専門家がセックスレスの解消法を提案する
形式が見られる。現状では男性と女性半々がセックスを拒否し，セックスに関心がない女性の数字
が高い。しかし，この雑誌記事では，女性が夫とのセックスに関心がないパターンは一件しかな
く，男性が何らかの理由でセックスを避けるという悩みが多く取り上げられている。セックスレス
を経験した一般男性が回答する場合もあり，女性たちにアドバイスを与えている。専門家のアドバ
イスはセクソロジーによった理論ではなく，自己意見が中心である。また，専門家が問題提起をし
た上で解決方法を提案する記事では，性行動のテクニックを示す記事も存在する中，結婚以前の交
際がセックスレス解消法として提示されていることが興味深い。そして，女性誌では，セックスレ
スの問題提起は夫婦間の性生活の実態ではなく，外的なファクターにあるという部分に焦点が当て
られている。その中でも「女性らしさ」を忘れないため，メイクをする，エロチックな下着を着る
などのアドバイスが女性誌の方で多く挙げられる。特に，AV 関係者の専門家は夫婦内での性生活
を改善する方法を提案するよりも浮気と不倫の提案が多く見られるのが特徴である。
. 男性誌の特徴
.. 男性誌―セックスレス記事の特徴
男性向けの雑誌は女性向けの雑誌と異なり，漫画のイラストよりも，主に女性のエロチックな写
真が目立つ。女性が快感に浸っているような写真を大量に並べ，男性の写真は少ない。加えて，本
稿で分析した男性雑誌は中高年が読む雑誌であるため，「妻」「夫」，または40代，50代に向けた記
事が目立つ。そこで，セックスレスに関する読者事例を紹介する中で，セックスレス時期が 5 年
以上とする事例が主である（『週刊現代』（2005 : 194））。その中でも，男性側（夫）が女性（妻）
とのセックスを拒否するパターンと，女性側が夫とのセックスを拒否するパターン8 が述べられて
いる。
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.. 雑誌記事で取り上げられているセックスレスになる要因
セックスレスの要因は，読者事例とセックスレスにおける実態調査の結果から挙げられている。
読者のセックスレス要因としてはまず，「育児に手がかかるようになった」ため男性の方はセック
スをしなくなった（『週刊現代』（2005 : 195））。他のケースでは立ち会い出産をセックスレス原因
としている。このような事例については（『サンデー毎日』（2010 : 126））で取り上げている。そ
こでは，女性の方が，望む通りに男性が出産の間にサポートしていなかったため，女性がセックス
を拒否するようになった。特に，男性の場合，セックスレスになる要因として，「妻に対して性欲
がない」ため「愛しているのかもわからない」，「妻に魅力を感じない」。また，「妻とはセックスを
したくないけれど，浮気はする」，そして「または浮気願望はある」が「ただめんどくさい」とい
う事例が述べられている（『週刊現代』（2005 : 193））。加えて，セックスレスが生じる要因を示す
場合，セックスレスのアンケート調査結果が提示されることもある（『週刊現代』（2005），（2009），
『サンデー朝日』（2010），『週刊朝日』（2010））。例えば，（『週刊現代』（2005 : 192193））では，
もっとも多い男性側の要因としては「勃起不全」，「したいと思わない」，「する時間がない」，「その
他」とされている。精神科医の阿部輝夫によると，以上の実態調査で示されている「勃起不全」の
ような「性機能障害」の要因で，男性はセックスに対して「飽きた」そして，「年だから」と諦め
ると主張している（『サンデー朝日』（2010））。他の雑誌記事では，『ED に関する現代人の意識調
査』の結果が示され，もっとも多いセックスレス要因としては「めんどうくさいと思うようになっ
たから」と示されている（『サンデー朝日』（2010 : 126））。
別の雑誌記事では，性意識・性行動の実態を示すアンケート調査が提示され，女性の方が男性の
セックスへどのぐらい不満を抱えているのかという結果が示されている（『週刊現代』（2009））。
そこで，男性の方はセックスの場面で「非常に一方的である」，「前戯をもっと長くしてほしい」
と言うことが書かれ，「日本男児はさらに女性の満足度を高めるためにも，今度ますますテクニッ
クを向上させ，回数を増やす精神が必要だろう」と解釈されている（『週刊現代』（2009 : 182183））。
.. セックスレスにおける解消法アドバイス
男性誌の問題設定と解決方法の構造ついて考察する。その前に，セックスレスの改善に向けてア
ドバイスする専門家を紹介する。
恋愛・夫婦問題所カウンセラ （ー二松まゆみ，山本亮），セックス・セラピスト（アダム徳永），
東京家族ラボ心理研究所，心理カウンセラー（根本裕幸），医師（精神科医），産婦人科医（北
村邦夫），フリーライター（男性と女性），漫画家，元 AV 女優。
男性誌では，女性誌のような Q&A 式の雑誌記事は見当たらず，以下のような解消法の提案の構
造がみられる。
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◯ セックスレスにおける問題提起としては読者のセックスレス事例，性の実態調査の結果が示さ
れ，それらに対して各専門家が解消法を紹介する
◯ 専門家が問題提起と解消法を同時に紹介する
◯ 読者が問題提起を行い，それに対して専門家が改善法を紹介する
ここで，興味深いのはセックスレスという問題提起と，各専門家のセックスレス解消法の紹介ま
でにいたる過程である。そこで，今回は男性誌のみで見られる二つの特徴，つまり，専門家がセ
ックスレス解消を勧める理由と，読者のセックスレス事例と解消法のズレについて考察する。二
つの特徴は一緒に提示されているため，一つの雑誌記事の事例から併せて考察する。
精神科医の阿部輝夫はある雑誌記事で，セックスレスの場合，「したくてもできない」よりも，
「しなくてもいい」人たちが大半であることを主張している（『サンデー毎日』（2010）。例えば，
男性側のセックスレスについては「妻に愛情を感じているかどうか，自分でもよくわからない」，
「妻の体に魅力を感じられなくなり，もう10年近くセックスレス状態が続いています」。妻以外に
「性欲はもっぱら風俗で満たしている」と続けて述べられている（『週刊現代』（2005））。同記事で
は，他の男性は疲労で，家に帰るとすぐ寝てしまい「妻に性的な興味を抱けなくなった」と述べら
れている。この様々な事例の後に，ある男性の漫画家がセックスレスの専門家としてセックスレス
に陥る危機の状況を説明している。妻はセックスレスの原因で夫に離婚を求めることもあるため，
セックスレス解消法を提案している。「しかし，性的な要求を満たしてくれないダメ夫に，妻がい
つまで耐えてくれるかどうかは非常に疑わしい。セックスレスが原因で離婚届を突きつけられ最悪
の事態を迎える前に，なんらかの対処が必要だろう」と主張されている。そして，最後に，セック
スレスの提案としては，妻を褒めること，夫婦で食事に行くことであり，セックスの場合，射精を
しなくてもいいことも述べられ，楽な気持ちで臨むことを進めている。セックス・テクニックとし
てスローセックスが進められている（『週刊現代』（2005 : 197））。
この雑誌記事では，セックスレスになる要因として，妻に愛情を感じるかどうかの疑問と妻の体
に魅力を感じないということが述べられているが，セックスレスの経験者はこのような状況を改善
したいかという望みについては書かれていない。他の記事でも夫からセックスを拒否する理由とし
て「妻に対して性欲がないから」，「したいと思わない」，「飽きた」，「年だから」，「女性の性欲が強
い」ということが示されているが（『サンデー毎日』（2010），ここでもセックスレスの改善を希望
するかは書かれていない。それにも関わらず，様々な分野の専門家がセックスレスにおける解消法
を勧め，セックスを復活する必要性を述べている。以上の事例では妻が離婚を求める不安を想定し
ている。他の雑誌記事でも，セックスレス状態が続くと，「女性は浮気を考えるケースは少なくな
い」（『アサヒ芸能』（2006）），「セックスをしたがらない夫に満たされない妻たちが『不倫』とい
う形で，夫以外に性欲のハケ口を求めているというのだ」と挙げられている。そして，浮気・不倫
が発生する理由としては，女性の性欲の強さという点が提示されている。つまり，「女性の年齢と
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性欲の関係は，男性のそれとは逆だと言えます。男性は30代に入ったあたりからどんどん性欲が
減退していきますが，女性はむしろ上がっていきます。もしも，彼女たちが社会的な足かせから完
全に解放されたら，性欲はそれこそ底なしに膨らんでいくでしょう」と漫画家の成田アキラは述べ
る（『週刊現代』（2005））。
そして，「熟年離婚を避けるため」や「減らすため」，セックスレスを解消しようということが提
示される（『週刊現代』（2005），『アサヒ芸能』（2006），『週刊実話』（2008））。
◯ 専門家が問題提起と解決策を同時に提案する
1. セックス・テクニック
男性側が女性をどのようなテクニックで喜ばせるのかという目的に対して「スローセックス」の
方法が順番に示される。（『週刊現代』（2005），『週刊実話』（2008））。スローセックスは女性誌で
も取り上げられており，特に「アダム・タッチ」という方が男性の専門家により紹介される（『週
刊現代』（2012），『週刊実話』（2008））。また，恋愛・夫婦問題所の所長の二松まゆみは『楽で濡
れやすい体位』という題でセックスレスを解消するための体位と紹介している（『週刊現代』
（2009））。ある夫婦カウンセラーは，セックス・テクニックを学ぶことで「小さなセックスのバリ
エーションを増やす」ことができる大切さを述べる。そして，「セックスとはミラーリング（鏡像
効果）」するべきであり，「お互いの反応を見ながら，二人で喜びを分かち合うものです」と述べら
れている（『サンデー毎日』（2010））。
2. 勃起と射精を求めない
セックス・テクニックの紹介する際には無理に勃起や射精を求めないことも書かれている。この
ような情報は女性誌では述べられず，男性誌の特徴である。勃起や射精を求めないというアドバイ
スにより，プレッシャーから抜け出して，互いの触れ合いを楽しむことを目的とする。「肌と肌が
触れ合うことすべてが二人にとっての性の営み。無理に勃起しなくてもいい」，「イクかイカない，
勃起する・しない，などのこだわりを捨てよう」，挿入することを忘れて，「手を繋ぐなどのスキン
シップから始めることが大切です」と説明されている（『週刊朝日』（2010 : 137），『週刊現代』
（2009 : 184））。
このようにセックスの際に勃起や射精を求めなくて構わないという説明が，男性向けの雑誌でも
取り上げられるのは，男性の「勃起不全」がセックスレスをもたらす一つの大きな要因であるから
だろう。阿部が『サンデー毎日』で主張しているように，勃起不全を経験する男性が増えていると
いう。その中でも，そもそも性欲はあるが，妻には性欲が向かない，つまり「妻だけ ED」という
事例もある。
3. 結婚以前のカップル関係
男性誌では，女性誌と同様に，セックス以前に夫婦のコミュニケーションを大事なセックスレス
解消法として取り上げている。つまり相手を褒めたり，感謝の気持ちを伝えたり，恋人時代のよう
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9 ここではどのような医者なのかが書かれていないため，信憑性が明確に把握することができない。
にメールをするなどが提示されている（『アサヒ芸能』（2006））。また，食事に出かける，場所を
変える（デート，そしてセックスをする場所），思い出の場所に行くという外的なファクターの変
化についても述べている。風呂に一緒に入ることで互いの体に慣れるのもセックスレスを解消する
一つの方法である（『週刊現代』（2005），『週刊現代』（2009），『サンデー毎日』（2010），『週間朝
日』（2010））。ある医療関係者9 が「SEX の回数を増やしたり，女性の満足度を高めたりするため
に，まずは二人で歩く時はたまには手を繋いでみてはいかがでしょう。夫婦で一緒にお風呂に入っ
てみたり，寝る前や風呂上がりにマッサージしたりしてみるのもいいですね。」と述べる（『週刊現
代』（2010 : 183））。
他にも，産婦人科の北村邦夫は「まずは目と目を合わせて会話をしてみてください。たまにはお
互いに労をねぎらった言葉をかけ，『お父さん』『お母さん』ではなく，名前で呼び，手をつないで
映画にでも行ってください」と述べる（『週刊朝日』（2010 : 137））。
男性誌では，結婚以前のカップル関係の親密性を重視する提案は女性のセックス・カウンセ
ラー，産婦人科，フリーライターが述べ，男性の医療関係者（産婦人科，精神科など）が提案する。
以上のような提案は様々に述べられるが，それらには実施する順番もある。『週刊現代』（2009）
では，医療関係者により，セックスに至るまでの順番が詳細に説明される。まずは手を繋ぐ→スキ
ンシップを取る→風呂に一緒に入る→マッサージから始めることである。他の雑誌記事でも似た流
れが説明されている。つまり，会話→スキンシップ→キス→オーラル・セックス→挿入である
（『週刊現代』（2012））。
4. 外見の変化の提案
最後に，外見の変化の提案を紹介する。男性誌では，女性誌と同じように，女性側の見た目に焦
点を当て，男性側の見た目には触れていないことが興味深い。家族愛を男女愛に戻すため，女性は
化粧をしたり，下着を変えることを提案し，次のようなことが言われている。阿部輝夫は「夫婦は
まずエロチックな目で相手を見るようにしてください。妻の場合，やりすぎない程度に化粧をした
り，下着を変えてみる，それができたら夫婦で自宅を離れ，出会った頃に訪ねた土地を旅し，思い
出のホテルに泊まることを勧めます」と述べる（『サンデー毎日』（2010））。
男性誌においてもセックス・テクニック，結婚以前のカップル関係（コミュニケーションを取
る，デートするなど）の意識を高めるといったアドバイスは女性誌と同様である。唯一異なる点と
しては無理に勃起や射精を求めないというアドバイスである。雑誌記事では，男性のセックスレス
要因として「勃起不全」が取り上げられている。その中でも「妻だけ ED」の事例は少なくない。
しかし，勃起不全のような個人毎に原因の所在が異なる問題に個別具体的な解消法を提供せず，専
門家は一般論とされているアドバイスを読者に与えている。例えば，セックス・テクニックの改善
や結婚以前のカップル関係を楽しむ他に，体力を上げることの重要性から，食生活の改善が提案さ
れる。
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男性誌の考察について
男性誌では，妻とのセックスに関心がないという読者事例が挙げられている。つまり，妻との性
生活を改善したいという願望よりも，セックスは「しなくてもいい」。妻が不倫や離婚を考えるこ
とを未然に防ぐために，専門家はセックスレスを解消する必要性を述べる。しかし，同時にセック
スは重要なコミュニケーションであるとも書かれているが，その側面に対しては深く触れていない。
Fehmi（2015）はアメリカのハウツー本の構成について分析している。彼の研究を踏まえると，セ
ックスレス議論の原則的指標は，まず問題を解決可能なものとして特定するところにある。セック
スレス解消法は，次の三つの文脈から構成される。
第一に「望まない現状」，第二に，「望みたい目標とそこに至るまでの障害」，第三に「『～である』
という否定的状況から『あるべき』という肯定的状況への転換」である。日本の雑誌におけるセッ
クスレス議論の場合，女性誌では状況改善を望む読者の声が掲載されており，Fehmi の示したよ
うな解決的指標に基づく構成となっている。一方，以上に述べたように，男性誌ではセックスレス
の生じる要因のみが指摘され，状況改善を望む読者の意見には触れられていない。各専門家の見解
も，あくまでセックスレスが熟年離婚の契機となりうる点を警告するに留まり，読者の危機感ばか
りが煽り立てられる。このように，男性誌はセックスレスの解決可能性を提示しない点が特徴とい
える。また，男性誌では勃起障害（ED）がセックスレスになる要因として取り上げられている。
勃起障害は身体的な血管，神経の障害，心理的不安や緊張などで生じる場合があり，原因は多様で
あり，解消法も多様であることは無視できない。しかし，雑誌記事では，このような実態が単純化
され，勃起障害の解消法としてはスローセックスや夫婦関係以前のあり方などが示される。ある男
性は妻とのセックスにおいて性欲を感じないため，専門家に相談せずに勃起機能改善薬（バイアグ
ラ）を使用した。その結果，「ペニスが硬いままなので気持ちが悪くて仕方がない」という事例も
存在する（『週刊現代』（2005 : 196））。
雑誌記事では，複雑な構造を単純化して，読者に解消法を紹介する。筆者としては，より専門知
識を示したい場合は参考文献を提示する，または，専門家へ相談できるホームページや相談所を紹
介することによって，解消法の偏りと読者の疑問が減るのではないかと考える。
. 男性と女性が読む雑誌―『アエラ』からの考察
.. 内容の特徴
『アエラ』では幅広くセックスを特集する。さまざまな側面（若者の性意識，結婚と性行為など）
からセックスを取り上げ，セックスレスはその一部である。
『アエラ』（2016）では500人の20代から60代の男女にアンケート調査をし，その結果から，セッ
クスレスの考察が書かれる。その結果として，20・30代は男女ともパートナーに性的魅力を感じ
るが，「配偶者とのセックスに満足している」と言う項目は40代になると女性だけ一気に低くなる。
女性の性欲が落ちたのではなく，40代女性の婚外恋愛（不倫）が増えていることが示されている。
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セックスレスの原因として，夫を男として見るよりも「家族」として意識し，セックスができな
くなると言う。そして，SNS の発達により，出会い系サイトを通じて交際相手を出会いやすくな
っている。一方，男性の場合，50歳前後は家庭の中に「自分の居場所がなくなり不倫に走る傾向」
があると同時に「男としての魅力を確認したいという気持ち」で不倫に走ると主張する。また，子
育てが終わってもセックスをするタイミングが見つからない，出産や家事の疲労がセックスレスに
なる要因となっている。
.. 解消法のアドバイス
恋愛・夫婦問題所の所長の二松と，フリーライターの亀山が解消法を提案している。二松は
「ジェラシーと刺激が大切」について主張し，「混浴お風呂」のおすすめを次のようにしている
「他の男性からの視野を浴びる妻に夫は喜びと同時に妻への魅力を再確認し，妻も他人から受ける
視野に興奮を覚え，二人の愛に再び火がつく」（『アエラ』2016 : 14）。亀山は「コミュニケーショ
ンをとりながら，相手の体と気持ちに寄り添うことが大切です」と言う。会社帰りにデートを勧め
ている。そこで「戦略的に夫は 5 分遅刻をする。人混みの中に佇む妻を女として実感すると，妻
に対して新鮮さが戻るという」と述べる。
. 考察とまとめ
本稿では，男性向け，女性向け，そして男女向けの雑誌から，セックスレスの解消法の提案方法
を分析した。このようなハウツー形式［Ratgeberliteratur］を分析する際に，効果についての問い
が現れる。つまり，セックスレスを改善したい人々にとって，各専門家のアドバイスはどれほど活
用できるのか，それらが提案している問題解決の効果はどれほどなのかという問いは残る。本稿で
扱った雑誌記事の場合，様々な分野の専門家がセックスレスの解消を提案していることが特徴的で
ある。そして，その解決方法は本当に効果があるのかどうかは提示されず，信憑性がない。さら
に，紹介されている問題提起の根本的な部分と各専門家の提案との齟齬が生じる場合も多い。つま
り，読者がセックスレスになる要因は短く説明され，セックスレスの状況についての複雑さには触
れない。その代わりに，各専門家において，セックスレスが生じる要因としては行動不足（セック
ス・テクニックの提案），外的なファクター（デートする場所，セックスをする場所の工夫などの
提案）または，自己の配慮不足（女として磨く，相手を褒める，メールをもっとする，会話をする
など提案）が主張される。様々な分野の専門家が筋書き［script］を細かく提案し，提案する解消
法をそのまま受け入れると性生活が復帰するという希望を読者へ与える。そして，専門家とする
AV 関係者は夫婦間のセックスレスを解消できないと考えると，婚外セックスを提案し，産婦人科
は治療を勧める。他に，日本のハウツーものの特徴は，セックスレスを取り上げる際に，個人の背
景は無視され，「男性」と「女性」を一般化されていることが目立つ。このことは，各専門家が解
消法を提案する以前から見られる。「男性のセックスレス」，「女性のセックスレス」，「男性の性欲」
――
と「女性の性欲」という構造の上でセックスレス解消法が提案される。セックスレスの解消法には
様々な専門家の視野から提案される。そのため，多様な側面からの解消法のアイデアが得られる一
方，一つの記事に 3 人から 5 人までの価値観が異なる専門家が簡潔に解消法を提案する。このな
かで読者はどのアドバイスを利用すればいいのかという戸惑いから，セクシャル・コンピテンス
（性に関する能力・知識）［Sexual competence］が不足していると感じる可能性もあると筆者は考
える。
以上，セックスレスになる背景や根本的な部分は複雑な構造であるにも関わらず，解消法に対し
ては肯定的な行動の筋書きが紹介されていた。紹介される解消法は単純化され，行動の順番は詳細
に提案され，手段的であり，行動範囲が狭くなることも考えられる。夫婦間の性生活をどう作り上
げるのかという問いと同時に各々の性的な価値や意識については触れていないことが明らかとなっ
た。さらに個々に事例を見なければ，雑誌が述べるようなハウツーでは限界があると筆者は考え
る。専門のセクソロジストによるセックスレス現象についての言説が，より社会的に公的な領域で
もアクセスしやすくなり，それらの議論が注目されることに意義があると筆者は考える。
最後に，今後の研究課題を述べよう。◯雑誌記事が提供する性に関する筋書きは人々にどのよう
な影響を与えるのかを明確に把握する上で，日本のセックスレス現状に取り組む。◯本稿では少数
の雑誌記事の分析を行ったが，今後は分析する記事を増やし，セックスレスの言説が時代の変遷に
よりどのように変化しているのかを考察したい。そこで，解消法の取り上げ方についても変化があ
るのか考察したい。雑誌は，男性誌と女性誌だけではなく，両者を読者として想定する雑誌も分析
に含める。◯2010年以降からセックスレスを取り上げる記事が減少し，不倫をテーマとした記事
が増加する。そのため，不倫とセックスレスの関連も考察する。
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